
第６回第６回 　　 国 際日本 学 学 術 集会 国 際日本 学 学 術 集会
雲南大学外国語学院・北京大学外国語学院・明治大学国際日本学研究科

日程：2025 年 9 月 13 日 ( 土 )・14 日 ( 日 )　　会場：雲南大学日程：2025 年 9 月 13 日 ( 土 )・14 日 ( 日 )　　会場：雲南大学
　　9 月 13 日（土）09:00-18:00（CST）9 月 13 日（土）09:00-18:00（CST）
　◇　◇　開幕式　（09:00-09:30　開幕式　（09:00-09:30））　　　　　　　　　　　　　午前会場：外国語学院報告ホール

　◇　◇　基調講演（09:30-12:00　基調講演（09:30-12:00））
1.	 国立国語研究所のコーパスと日本語学　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中牧郎　（明治大学）
2.	 『訳述』の時代―蘭学者から洋学者へ―　　　　　　　　　　　　　　　　　孫建軍　　（北京大学） 

3.	 昭和戦前・戦中期における児童読物統制と子供漫画―手塚治虫以前―　　　　宮本大人　（明治大学）
4.	 日本語学習者の作文評価を決定づける言語的特徴　　　　　　　　　　　　　小森和子　（明治大学）

　◇　◇　研究報告（14:00-15:00）　研究報告（14:00-15:00） 　　　　　　　　　　  午後会場：外国語学院報告ホール 310 会議室      

5.	 『中華文明多元』という投射構築への検討
　　　　　―講談社『中国の歴史』第三巻『魏晋南北朝』を手がかりに　　   　　　趙毅達　　（雲南大学）　　

6.	6.	 中島錦一郎編教科書及びその言語的特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　中島錦一郎編教科書及びその言語的特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　張蔚　　　（雲南大学）  

　◇　◇　　若手研究者フォーラム①（15:00-18:00）若手研究者フォーラム①（15:00-18:00）　

7.	 岡士（コンスル）についての一考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鄧述栄　　（北京大学）
8.	 明治期の夏目漱石における落語―自然主義との論争に着目して―　　　　　　金井雅弥　（明治大学）
9.	 日本のマンガ・アニメ・ゲーム・特撮における『中華風紅一点』の形成の研究　			祁利威　　（明治大学）
10.	中世における存在を表す『ものしたまふ』

　　　　　―『おはす・おはします』『わたらせたまふ』との比較	　　　　　	　　　余飛洋　　（雲南大学）
11.	中国絵本における石に変化した伝承　　　　　　　　　　　　				　　　　　　宋丹丹　　（雲南大学） 

　　9 月 14 日（日）08:30-11:30（CST）9 月 14 日（日）08:30-11:30（CST）
　◇　◇　　若手研究者フォー若手研究者フォーラム②ラム②（（08:3008:30--11:0011:00））　　　    午前会場：外国語学院報告ホール 310 会議室

12.	多義和語動詞の習得における教科書の影響　　　　　　　　　　　　　　　　黄叢叢　　（明治大学）
13.	人物の性格と使用する人称詞との関係について

　　　　　―アニメーション作品を資料として　　　　　　　　　　　　　　	　　　	深田芽生　（明治大学）
14.	視聴覚翻訳におけるアカムパニイングテクストの機能への一考察

　　　　　―『羅小黒戦記』の日本での受容を例に　　　　　　　　　　　　　　　		鄭雁天　　（雲南大学）
15.	中級学習者の遅延ディクテーションにおける認知過程

　　　　　―構音抑制課題を用いた実験的検討　																							　　　　　　　		　										邵云彩　　（雲南大学）
16.	『正常化』と『不正常』の語彙史的考察

　　　　　―近代中日外交用語における意味変遷と相互影響（オンライン）　　		　				熊怡萱　　（北京大学） 

　◇　◇　総合討論（11:00-11:30）総合討論（11:00-11:30）    


